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年 月 日2007 8 13
各 位

会 社 名 株式会社 ポスフール
代 表 者 名 代表取締役社長 植 村 忠 規
（コード番号 東証一部・札証）7512
問合わせ先 取締役執行役員

経営管理本部長 天 廣 俊 彦
（Ｔ Ｅ Ｌ － － ）011 865 9405

年 月期業績予想の修正及び特別利益の計上2008 2
並びに特別損失の計上に関するお知らせ

年 月 日に公表した 年 月期（ 年 月 日～ 年 月 日）の業績予想2007 4 13 2008 2 2007 3 1 2008 2 29
を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。

記

１．連結業績予想数値の修正

（ ） 年 月期中間連結業績予想数値の修正（ 年 月 日～ 年 月 日）1 2008 2 2007 3 1 2007 8 31

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

54,400 270 235前回発表予想（Ａ）

54,500 270 1,800今回修正予想（Ｂ）

100 1,565増減額 （Ｂ－Ａ） －

0.2 666.0増減率（％） －

54,606 318 3,112（ご参考）前年同期実績 △

（ ） 年 月期通期連結業績予想数値の修正（ 年 月 日～ 年 月 日）2 2008 2 2007 3 1 2008 2 29

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

111,900 1,520 1,410前回発表予想（Ａ）

150,000 2,100 2,450今回修正予想（Ｂ）

38,100 580 1,040増減額 （Ｂ－Ａ）

34.0 38.2 73.8増減率（％）

112,762 1,055 17,163（ご参考）前年同期実績 △

．個別業績予想数値の修正2

（ ） 年 月期中間個別業績予想数値の修正（ 年 月 日～ 年 月 日）1 2008 2 2007 3 1 2007 8 31

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

54,400 260 230前回発表予想（Ａ）

54,500 260 1,794今回修正予想（Ｂ）

100 1,564増減額 （Ｂ－Ａ） －

0.2 680.0増減率（％） －

54,606 307 3,119（ご参考）前年同期実績 △
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（ ） 年 月期通期個別業績予想数値の修正（ 年 月 日～ 年 月 日）2 2008 2 2007 3 1 2008 2 29

（単位：百万円、％）
売上高 経常利益 当期純利益

111,900 1,500 1,400前回発表予想（Ａ）

150,000 2,080 2,438今回修正予想（Ｂ）

38,100 580 1,038増減額 （Ｂ－Ａ）

34.0 38.7 74.1増減率（％）

112,762 1,028 17,151（ご参考）前年同期実績 △

．中間期及び通期の業績予想修正の理由3

年 月 日付「会社分割契約締結に関するお知らせ」において発表しましたとおり、当社2007 4 2
は 年 月 日をもってイオン株式会社の北海道小売事業を承継し、当社の 店舗とあわせ2007 8 21 19
店舗で一体経営を行い、イオン北海道株式会社として新たなスタ－トをきる予定です。30
年 月 日に公表した 年 月期の連結及び個別の業績予想は、この度の統合による2007 4 13 2008 2

影響を考慮しておりませんでしたので、承継する店舗の下期の業績予想を踏まえ、 年 月期2008 2
の業績予想を修正致します。
なお、 年 月期中間業績予想の当期純利益が大幅に増加した理由は、 年 月期におい2008 2 2007 2
て、重要な税務上の繰越欠損金が発生するおそれがあり、翌期以降の課税所得による回収が十分見
込まれなかったため、繰延税金資産に対する評価性引当金を計上致しましたが、統合によるグルー
プシナジーを生かした取引条件の見直しによる荒利益率の改善や経営の効率化をはかることによる
販促・ＩＴ及び物流等を中心としたコストの削減が可能となり、課税所得による回収が見込まれる
ため、評価性引当金 百万円を取り崩したためであります。2,600

．特別利益・特別損失の計上について4

特別利益では、個別引当していました債権の回収による貸倒引当金の戻入益 百万円が発生、1,000
特別損失では減損損失及び無形固定資産の償却等により 百万円が発生する予定です。1,900

※上記記載の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は
今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

以 上


